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〝
一
丸
で
フ
ル
回
転
で
し
た
ね
〟

「
何
が
何
で
も
の
気
持
ち
で
す
」
と
語
る

高
野
　
己み

お保
さ
ん

電
話
／
〇
二
四
〇
―
二
七
―
二
九
〇
一

286

眼
下
に
太
平
洋
を
望
む
素
晴
ら
し
い
高
台
に

建
つ
、
二
つ
の
施
設
。
地
域
唯
一
の
高
野
病
院

と
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
花
ぶ
さ
苑
。
こ

の
う
ち
、
病
院
は
昭
和
五
十
五
年
に
、
高
野
己

保
さ
ん
（
五
一
）
の
父
親
、故
英
男
さ
ん
が
「
地

域
の
医
療
に
努
め
た
い
」
と
し
て
新
設
し
た
施

設
。
診
療
科
目
は
、
精
神
科
、
神
経
内
科
、
内

科
な
ど
。

樅
（
も
み
）
の
木
と
、
杉
の
木
に
囲
ま
れ
た

閑
静
な
場
所
だ
が
、
そ
の
北
、
二
十
数
キ
ロ
地
点

に
は
東
電
の
福
島
第一
原
子
力
発
電
所
。
順
風
な

日
々
は
、
爆
発
事
故
に
よ
っ
て
、一気
に
暗
転
。

「
当
時
は
毎
日
が
綱
渡
り
。
モ
ノ
は
な
い
、

交
通
網
も
ダ
メ
。
で
も
、
み
ん
な
が
『
頑
張
ろ

う
』
と
気
持
ち
を
一
つ
に
し
て
明
る
く
対
応
し

ま
し
た
。
お
し
っ
こ
の
コ
ッ
プ
で
お
茶
を
飲

み
、
翌
日
ま
た
使
う
。
こ
ん
な
日
々
の
繰
り
返

し
。
患
者
さ
ん
は
百
人
ほ
ど
い
ま
し
た
が
、
動

か
し
た
ら
危
な
い
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
避
難

せ
ず
で
。
私
た
ち
も
寝
泊
ま
り
で
し
た
」

事
務
長
と
し
て
勤
め
て
い
た
高
野
さ
ん
は
、

当
時
の
一
端
を
語
る
。

高
野
家
の
次
女
と
し
て
生
ま
れ
た
彼
女
は
、

高
校
を
卒
業
後
、
上
京
。
出
版
会
社
な
ど
に
勤

■
医
療
法
人
社
団
「
養
高
会
」
理
事
長

■
双
葉
郡
広
野
町
大
字
下
北
迫
字
東
町
二
一
四

おんな劇場

「原発事故後は大変でした。町は自主避難でしたが、患者さんは危険で動かせないし
…。でも、みんなで頑張ったんです」と、当時を振り返りつつ話し続ける高野さん
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め
た
後
、
英
語
関
連
の
専
門
学
校
で
学
び
、
欧

州
秘
書
検
定
の
資
格
を
取
得
す
る
た
め
、
イ
ギ

リ
ス
へ
留
学
。
帰
国
後
に
結
婚
。
そ
の
後
、
大

学
の
通
信
教
育
を
受
け
、
社
会
福
祉
士
、
精
神

福
祉
士
の
資
格
な
ど
を
取
っ
た
。

「
私
、
普
通
の
人
と
逆
の
歩
み
を
し
た
ん
で

す
よ
。
大
学
半
分
、
病
院
勤
務
半
分
で
」
と
、

笑
顔
で
続
け
る
高
野
さ
ん
は
、
高
校
時
代
は
陸

上
・
ハ
ー
ド
ル
の
選
手
と
し
て
活
躍
。
タ
フ
な

バ
イ
タ
リ
テ
ィ
ー
と
持
ち
前
の
闊
（
か
っ
）
達

さ
も
取
り
え
の
一
つ
で
も
あ
る
ら
し
く
、
原
発

爆
発
直
後
、
三
月
十
二
日
の
〝
秘
話
〟
も
ニ
コ

ニ
コ
顔
で
披
露
。

食
料
も
水
な
ど
も
な
く
困
り
果
て
て
い
た

と
こ
ろ
、
高
野
さ
ん
は
職
員
と
と
も
に
取
引
先

の
楢
葉
町
の
ス
ー
パ
ー
へ
。
無
人
状
態
だ
っ
た

1967年5月23日、福島市生まれ。故英
男さんはいわきの病院で働き、一家は平の
明治団地で暮らしたことも。闊達な高野さ
んの影響か、院内も明るい。だが、「人見知
り、人が苦手なんですよ」と言って、煙に巻
く。好きな言葉は「隠忍自重」。子どもは双
子の女子。得意な料理は「何でも出来ます
が、キッチンは母のテリトリーなの」。Ａ型

たかの・みお
プロフィル

闊達なキャラ生かし
病院、施設を運営中

「
私
、
人
見
知
り
な
の
よ
」

◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎

◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎

が
、
裏
口
へ
回
っ
た
と
こ

ろ
開
い
て
い
た
た
め
周
囲

を
見
渡
し
た
と
こ
ろ
、「
高

野
病
院
行
き
」
の
食
料
入

り
の
段
ボ
ー
ル
を
発
見
。

「
や
べ
え
ー
と
思
っ
た
ん

で
す
が
、
そ
れ
を
も
ら
っ

て
き
ま
し
た
」
と
言
っ
て

腹
を
抱
え
る
。

職
員
ら
の
退
職
・
離

職
が
相
次
ぐ
中
、
理
事
長
・
院
長
の
英
男
さ
ん

ら
職
員
と
と
も
に
力
を
合
わ
せ
乗
り
切
っ
た
も

の
の
、
平
成
二
十
六
年
秋
、
自
宅
の
火
災
で
英

男
さ
ん
が
犠
牲
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
た

め
、
県
へ
特
例
申
請
を
提
出
し
、
認
可
を
得
て
、

急
き
ょ
、
理
事
長
に
就
任
し
た
。

「
父
は
、
研
究
を
す
る
こ
と
が
大
好
き
で
、

天
才
肌
。
震
災
直
後
で
し
た
か
、
転
ん
で
腰
を

痛
め
、
座
れ
な
い
の
で
、

杖
（
つ
え
）
を
つ
き
な
が

ら
診
察
し
た
り
…
」
と
、

父
親
と
と
も
に
フ
ル
回
転

し
た
日
々
を
振
り
返
る
。

「
逃
げ
な
い
病
院
」
と

し
て
評
判
を
呼
び
、
マ
ス

コ
ミ
に
も
た
び
た
び
取
り

上
げ
ら
れ
た
同
施
設
。
二

代
目
の
彼
女
が
率
い
る
施
設
に
は
現
在
、
九
十

人
ほ
ど
の
ス
タ
ッ
フ
が
勤
め
て
い
る
。
常
勤
医

師
二
人
、
非
常
勤
医
師
九
人
、
看
護
ス
タ
ッ
フ

約
四
十
人
な
ど
。
昨
年
十
一
月
に
は
認
知
症
治

療
病
棟
も
新
設
、
幅
を
広
げ
る
一
方
、
特
養
施

設
運
営
に
も
尽
力
。

高
野
さ
ん
は
、「
震
災
後
の
三
年
目
か
ら
少

し
休
め
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
子
ど
も
の
世

話
も
あ
ま
り
で
き
な
か
っ
た
の
で
、
東
京
へ
の

陳
情
、
出
張
な
ど
の
際
は
よ
く
連
れ
て
い
っ
た

ん
で
す
。
施
設
は
何
が
何
で
も
、
何
が
あ
っ
て

も
や
っ
て
行
き
ま
す
」
と
語
り
、
父
親
の
〝
遺

産
〟
を
ノ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
運
営
し
て
い
る
。■お知らせ＝このコーナーでは、自ら選んだ仕事に、

あるいはその人生においてひた向きに励み、努めてい
る女性を紹介しています。情報をお寄せください。

※
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
隔
月
掲
載
で
す
。

３
年
目
か
ら
休
め
ま
し
た


